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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

 下校後、静かに 1 階の掃除を頑張る６年生の子ども達。当

番とはいえ、自主的に頑張る姿がよく見られます。今までの掃

除のスタイルとは異なる点が２つあります。 

１つ目は、掃除の時間です。感染予防のため、少人数で放課後にしています。そして２つ目

は、子どもたちの目です。真剣な表情をして頑張っている子どもは、夢中になっています。新

しいスタイルの学校生活で、心を磨いている６年生の様子に感心しました。 

卒業に向けて、少しでも

思い出作りを！６年生の先

生方が、サツマイモの苗を

手に、子ども達と苗植えを

行いました。 

おいしいサツマイモがた

くさん実るといいですね。 

５年生の廊下や階段には、このよう

な掲示物が多くあります。 

高学年としての自覚を高め、学校を

盛り上げるために、学年全体であいさ

つ運動に取り組んでいます。 

とても気持ちがいいあいさつに、心

がとてもなごみます。 



 

 

  

 放課後、子ども達が帰った後、担任の先生

は、次の日の授業の準備や、ノートの点検、

そして消毒作業…時には宿題を忘れた子ど

ものやり直しと大忙しです。 

「先生、見てください、こんなに素敵な意見

をノートに書いています。」 

 河堂先生が嬉しそうに子どものノートを

見せてくれました。疲れを微塵も感じさせ

ず、一人一人のノートにコメントを書き込

んでいました。 

 こちらは６年生の教室前です。子ども達

のやる気を引き出そうと、担任の先生方が、

様々な取組をしています。 

 その一環として、ノートづくりの方法に

ついて掲示していました。より多くの子ど

も達に、自信をもってほしい、という優しさ

が伝わってきます。 

 放課後の靴箱の様子です。 

「きれいに並んでいるな。今日もよく頑張ったんだな。」 

「あれ？斜めになっている。慌てていたのかな？」 

「また下の段にある。中々習慣にならないな。」 

「ん？まだ靴がある。残って宿題を頑張っているのかな？」 

などと子ども達一人一人の１日の様子を想像しながら消毒してい

ます。 

 玄関には、深田先生が生けてくださっている花が、子ども達を

そっと見守っています。 

「今日も、１日ありがとう。」 

感謝の気持ちを大切に、今日も無事１日を終わることができまし

た。 

深田先生が毎週生けて下さる花は、

玄関でとても美しく咲いています。 


